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目標達成状況の概要 

 

１ 将来人口（目標人口）及び主な目標値について 

 (１) 基本構想の将来人口（目標人口） 

 第１次七尾市総合計画（平成２１～３０年度）の基本構想では、平成３０年度の推計

人口約５０，０００人に対して、人口減少を抑制するための重点的かつ戦略的な施策を

行うことにより、将来人口（目標人口）を５２，０００人とするとともに、平成３０年

度までの各年度の目標人口を設定しています。 

 (２) 基本計画の主な目標値（分野別目標達成） 

 また、基本構想では、「人が輝く 交流体感都市」を市の将来像に掲げ、その実現のた

めに、基本計画において施策に基づき具体的な数値で示した６４の主な指標の目標値を

設定しています。 

 将来人口及び主な目標値については、総合計画の最終年次（平成３０年度）の目標値

とともに、年度ごとの目標値を設定し、達成状況を毎年度公表することとしています。 

 

２ 平成２７年度の実績について 

 (１) 目標人口の実績 

 総合計画策定時に設定した平成２７年１０月１日における目標人口５４，２５２人に

対し、平成２７年国勢調査の結果は、５５，３４８人となり、目標人口を１，０９６人

上回りました。 

 (２) 分野別目標達成の評価基準 

 実績は、目標の達成状況に応じて、Ｓ、特Ａ、Ａ、Ｂ、Ｃの５つの評価ランクで区分

しています。 

 

 

 

 

 

 

 

評価ランク 当該年度目標達成率 

Ｓ：平成30 年度の目標値を達成している － 

特Ａ：当該年度の目標ラインを大幅に上回っている 110%以上 

Ａ：当該年度の目標ラインを上回っている 100%以上～110%未満 

Ｂ：当該年度の目標ラインを下回っている 90%以上～100%未満 

Ｃ：当該年度の目標ラインを大幅に下回っている 90%未満 
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 (３) 分野別目標達成の実績の概要 

 平成２７年度の主な目標値の実績は、数値把握不能の１項目を除く６３項目のうち、

Ｓランクが１０項目、特Ａランクが４項目、Ａランクが２項目、Ｂランクが１８項目、

Ｃランクが２９項目でした。 

 全６３項目のうち、Ａランク以上となった項目は１６項目で、全体の２５．４％にと

どまる結果となりました。 

 Ａランク以上の政策全体の達成率は、２５．４％となっています。 

 達成率を政策別にみると、「生活環境・都市基盤」が４０．０％の達成率であるのに対

し、「自然環境」はいずれも目標値を下回り、０．０％となりました。 

  ◎ 達成率 ： （ランクＳ、特Ａ、Ａの合計項目数） ÷ 全項目数 × １００ 

 

政策区分 Ｓ 特Ａ Ａ Ｂ Ｃ 合計 達成率 

地域経営 
１ 

(１) 

 

（１） 

１ 

 

１ 

(１) 

３ 

(３) 

６ 

(６) 

３３.３％ 

(３３.３％) 

産業 
４ 

(３) 

 

（１） 

 

 

６ 

(３) 

５ 

(９) 

１５ 

(１６) 

２６.７％ 

(２５.０％) 

教育 
 

(１) 

１ 

 

１ 

（１） 

３ 

(４) 

６ 

(５) 

１１ 

(１１) 

１８.２％ 

(１８.２％) 

芸術・文化 
１ 

 

 

 

 

 

 

（１） 

４ 

(４) 

５ 

(５) 

２０.０％ 

(０.０％) 

自然環境 
 

 

 

 

 

 

２ 

（１） 

２ 

(３) 

４ 

(４) 

０.０％ 

(０.０％) 

健康･福祉･医療 
３ 

(２) 

 

(１) 

 

（１） 

３ 

(４) 

６ 

(４) 

１２ 

(１２) 

２５.０％ 

(３３.３％) 

生活環境･都市基盤 
１ 

(２) 

３ 

（２） 

 

（１） 

３ 

(２) 

３ 

(３) 

１０ 

(１０) 

４０.０％ 

(５０.０％) 

合計 
１０ 

(９) 

４ 

（５） 

２ 

(３) 

１８ 

(１６) 

２９ 

(３１) 

６３ 

(６４) 

２５.４％ 

(２６.６％) 

※ 表中のかっこ書きは、平成２６年度の数値 
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３ まとめ 

 今回の目標達成状況は、平成２１年度から平成３０年度を目標年次とする第1 次七尾

市総合計画に基づき、平成２２年度から行っています。 

  

 人口については、昨年までは平成２２年の国勢調査を基にした県の推計人口との比較

であったため、目標値を若干下回る数字で推移してきましたが、平成２７年１０月１日

基準日の国勢調査の結果と比較したところ、総合計画策定時に設定した目標人口を上回

る結果となりました。今後も、分野別それぞれの取組みを強化し、相乗効果を生むこと

で目標人口以上の水準を維持できるよう努めます。 

  

 分野別の目標達成状況については、分野別の主な目標値設定の難易度にばらつきが見

られることなどから、全体的に低い傾向となりました。 

 

 今後は、達成率の低い政策分野はもちろんのこと、全体的な底上げをしていかなけれ

ばなりません。特に、ランクＢ、Ｃの分野については、毎年度の具体的な現状、課題を

適切に分析し、工夫をした施策運営をするとともに、あわせて、ランクＳとなった分野

についても、改めて高い目標を設定するなど、基本計画に掲げる目標の確実な達成に向

け、積極的に取り組みます。 



目標人口達成状況

人　　　　　　口 対　　　　　前　　　　　月
自然増減数 社会増減数

男 女 出生者数 死亡者数 転入者数 転出者数
人 人 人 人 人 人 人 人 世帯 世帯

H27/10 55,348 26,220 29,128 -61 23 52 88 120 20,828 16        
H27/11 55,305 26,216  29,089  -20 44        65        97        96        20,856  28        
H27/12 55,245 26,183  29,062  -60 28        63        50        75        20,846  -10      
H28/01 55,170 26,152  29,018  -75 28        80        57        80        20,823  -23      
H28/02 55,066 26,087  28,979  -104 16        79        55        96        20,821  -2        
H28/03 54,996 26,063 28,933 -70 24 55 62 101 20,824 3          
H28/04 54,836 25,941 28,895 -160 29 83 269 375 20,836 12        
H28/05 54,777 25,913 28,864 -59 22 72 203 212 20,876 40        
H28/06 54,714 25,877 28,837 -63 18 52 71 100 20,871 -5        
H28/07 54,680 25,878 28,802 -34 32 56 93 103 20,879 8          
H28/08 54,678 25,879 28,799 -2 34        67        125      94        20,891  12        
H28/09 54,639 25,862 28,777 -39 26 61 100 104 20,896 5          
H28/10 54,580 25,829 28,751 -59 29 75 75 88 20,879 -17      

累計 -806 353 860 1,345 1,644 67

対前月
増減数総　数 増減数

年/月 世帯数

59,540  
58,668  

57,975  
57,042  

56,373  
55,582  

54,716  

55,348  

54,580  

59,506  

58,681  

57,816  

56,902  

55,978  

55,035  

54,081  

53,123  

52,156  

51,183  

50,196  

59,506  

58,755  

58,005  

57,254  

56,504  

55,753  

55,002  

54,252  

53,501  

52,751  

52,000  

48,000

50,000

52,000

54,000

56,000

58,000

60,000

62,000

Ｈ20/10 Ｈ21/10 Ｈ22/10 Ｈ23/10 Ｈ24/10 Ｈ25/10 Ｈ26/10 Ｈ27/10 Ｈ28/10 Ｈ29/10 Ｈ30/10 

人口推移（各年10月1日現在） 

人口推移（県統計） 

推計人口 

目標人口 

55,348  55,305  55,245  55,170  55,066  54,996  54,836  54,777  54,714  54,680  54,678  54,639  54,580  
53,123  

52,156  

54,252 

53,501 

51,500

52,000

52,500

53,000

53,500

54,000

54,500

55,000

55,500

56,000

H27/10 H27/11 H27/12 H28/01 H28/02 H28/03 H28/04 H28/05 H28/06 H28/07 H28/08 H28/09 H28/10

月別人口推移（各月1日現在） 

人口推移（県統計） 

推計人口 

目標人口 
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分野別目標達成状況

　１　地域経営 担当課 評価ランク

市民と行政が協力し合うまちづくりが進んでいると
思う市民の割合（市民アンケート）

（１）協働のまちづくりの推進
　１　協働・市民参画の推進 地域づくり

支援課 B

・協働のまちづくり推進事業
・市民憲章運動推進第51回全国大会七尾大会
・市民のねがい推進事業

35.0%28.5%20.1%

担当課

この分野における現状

地域づくり
支援課 C

（平成27年度）

評価ランク

目標達成に向けた具体的な課題
・地域リーダーの育成
・行政、市民における担い手育成の取組み
・地域づくり協議会が行う担い手育成への支援

指標名

この分野における現状

・まちづくりコーディネーターの派遣
・地域づくり協議会への人的・財政的支援

（平成20年度） （平成27年度）

51.3%

・担い手の高齢化（不在）、人材育成が不十分
・社会情勢の変化などにより、地域課題が多様化、複雑化し
ている。

地域活動に参加している市民の割合（市民アンケー
ト）

当初
指標名

（平成20年度）

当初 現状

47.9% 60.0%

平成30年度
現状

平成28年度の主要事業

・公民館のコミュニティセンター化や、自助・共助の
部分を担う組織体である地域づくり協議会の設立が進
み、役員や関係者には協働の理解は進んでいるが、一
般の住民まで浸透しきれていない。

目標達成に向けた具体的な課題
・市民、行政の協働意識の醸成
・協働を推進するための、市民参画・情報公開の促進

平成28年度の主要事業

平成30年度

20.1 
21.1 

22.1 
23.0 

24.0 
25.0 

27.0 

29.0 

31.0 

33.0 

35.0 

22.6 

30.0 

28.5 

15 

20 

25 

30 

35 

40 

当初 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 

市民と行政が協力し合うまちづくり

が進んでいると思う市民の割合 

（H20） （年度） 

（％） 

目標値 

実績値 

実績値 実績値 実績値 

51.3 

56.0 
57.0 

60.0 

47.7 48.3 47.9 

45 

50 

55 

60 

65 

当初 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 

地域活動に参加している 

市民の割合 

（H20） （年度） 

（％） 

目標値 

実績値 
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分野別目標達成状況

65.0%

平成30年度

・地域に出向いて市の施策などについて意見交換を行う「市政懇談
　会」開催ほか、市民の声を反映する「ご意見箱」を設置。
・毎月「広報ななお」「声の広報」を発刊し、お知らせや地域の話
　題を提供。
・ケーブルテレビで行政情報や地域の話題を提供。
・ホームページで行政や観光情報のほか緊急情報を発信。
・ＳＮＳ（フェイスブック、ツイッター）との連携および活用

担当課

C

評価ランク

広報広聴課

　１　地域経営
　１　協働・市民参画の推進
（２）広報・広聴活動の充実

指標名
当初

（平成20年度）

市が市政に関する情報を適切に提供していると思う
市民の割合（市民アンケート） 47.0% 44.7%

この分野における現状

・「市政懇談会」の開催
・「ご意見箱」の設置
・「なるほどなっとく市政講座」の開催
・「前略、市長さん」により意見・提案の徴収
・ホームページからの問い合わせや要望に回答
・市民に分かりやすい広報誌、ケーブルテレビ自主放送番組の作成

平成28年度の主要事業

（平成27年度）

現状

目標達成に向けた具体的な課題
広聴…市政に対し積極的に意見を述べることができない市民の存在
　　　を認識し、市民の声を聴く機会の充実が求められる。
広報…各種媒体（広報ななお、ケーブルテレビ、ホームページ、各
　　　課の広報媒体）で工夫を凝らした広報を行う必要がある。

47.0 
48.8 

50.6 
52.4 

54.2 
56.0 

57.8 
59.6 

61.4 
63.2 

65.0 

50.3 

45.2 
43.7 44.4 

47.2 

44.4 44.7 

40

45

50

55

60

65

70

当初 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

市が市政に関する情報を適切に 

提供していると思う市民の割合 

（H20） （年度） 

（％） 

目標値 

実績値 
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分野別目標達成状況 　

目標達成に向けた具体的な課題
・市民の声を真摯に受け止め、迅速に対応し、サービ
ス向上に取り組む。
・市民に対する職員の意識改革を図る。

　１　地域経営
　２　効率的な行政経営の推進
（１）行政サービスの向上

指標名
当初

市役所職員の窓口や電話での対応に満足している市
民の割合（市民アンケート）

評価ランク担当課

C秘書人事課

平成28年度の主要事業
・研修機関への派遣
　（住民サービス・クレーム対応、説明能力向上など）
・人事評価制度の実施
　（評価項目にある市民対応を確認し、意識改革に繋げる）

この分野における現状
・窓口対応の多い健康福祉部では、毎朝全職員で「お客様応
　接心得」を唱和し、市民サービスの徹底をしている。
・苦情を受けた際は、情報共有し再発防止を徹底している。
・市民の苦情件数は減少傾向にある。

現状
平成30年度

（平成20年度） （平成27年度）

56.0% 56.6% 75.0%

56.0 
57.0 

58.0 

60.0 

62.5 

65.0 
67.0 

69.0 
71.0 

73.0 
75.0 

57.7 

52.7 

56.6 

50 

55 

60 

65 

70 

75 

80 

当初 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 

市役所職員の窓口や電話での対応に

満足している市民の割合 

（H20） （年度） 

（％） 

目標値 

実績値 
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分野別目標達成状況

20.1% 15.4% 17.0%

指標名
当初 現状

平成30年度
（平成19年度） （平成27年度）

98.8%

現状
平成30年度

（平成19年度）

企画財政課

93.5% 92.0%

・市税の確保
・行革３次プランの確実な取組み
・定員適正化計画の確実な取組み
・公共施設等総合管理計画の確実な取組み

この分野における現状

平成28年度の主要事業
経常経費の削減（事務事業の見直し、施設管理経費の抑制）

評価ランク担当課

A

　財政構造の弾力性を示す経常収支比率は93.5％で対前年
3.2％改善した。これは歳入において地方消費税交付金などで
約1億4千万円の増となり、歳出で経常経費を賄うために必要
な一般財源が約5億1千万円減少したことによるものである。

　１　地域経営
　２　効率的な行政経営の推進
（２）健全な行財政経営の推進

目標達成に向けた具体的な課題

経常収支比率

企画財政課 S

担当課 評価ランク

（平成27年度）

実質公債費比率

平成28年度の主要事業
元金償還金を下回る市債発行（市債残高の抑制）

この分野における現状
　実質公債費比率が対前年度0.2ポイント悪化した。主
な理由は、交付税算入率の高い過疎債などの償還が終
了したことにより実質公債費が対前年度約2億1千万円
の増となったことによるものである。

目標達成に向けた具体的な課題
・交付税措置のある有利な地方債発行
 （合併特例債の発行　～平成３１年度まで）
 　償還条件 ： 償還期間２０年（うち１年据置）

指標名
当初

98.8 

96.0 

95.0 

92.0 

97.8 

96.7 

93.5 

85 

90 

95 

100 

105 

当初 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 

経常収支比率 

（H19） （年度） 

（％） 

目標値 

実績値 

20.1 19.9 19.7 19.6 
19.4 19.2 19.0 

18.6 
18.2 

17.8 
17.4 

17.0 

20.5 
20.2 

18.9 17.8 

16.4 

15.6 
15.2 

15.4 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

当初 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 

実質公債費比率 

（H19） （年度） 

（％） 

目標値 

実績値 
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分野別目標達成状況

※客数は、和倉温泉旅館協同組合に加入している旅館の集計

　２　産業 評価ランク

B

担当課

観光交流課
　１　観光の振興
（１）魅力あふれる観光地の形成

この分野における現状

指標名
当初 現状

平成30年
（平成20年） （平成27年）

七尾市への入り込み客数 3,822,705人 3,833,435人 4,300,000人

担当課 評価ランク

観光交流課 C

平成28年度の主要事業
・和倉温泉の魅力あるイベントの開催
（夏花火、能登和倉万葉の里マラソン）
・宿泊拠点化推進事業（二次交通促進事業）
・まちづくり推進事業　・観光地ブランド化推進事業
・誘客広報全国展開事業

この分野における現状
　交通インフラでは、北陸新幹線金沢開業、能越自動
車道七尾氷見道路が全線開通し、首都圏等からのアク
セスが飛躍的に向上した。

目標達成に向けた具体的な課題
・「地域資源」を活用した「体験・学習・交流・食」メニューの
　充実による「滞在型観光」の整備
・北陸新幹線金沢開業及び能越自動車道七尾氷見道路全線開通を
　活用した誘客の促進
・観光列車を活用した誘客の促進

平成28年度の主要事業
・魅力あるイベントの開催
（花嫁のれん展、港まつり、ＭＪＦ、能登ふるさと博
等）

交通インフラでは、北陸新幹線金沢開業、能越自動車
道七尾氷見道路が全線開通し、首都圏等からのアクセ
スが飛躍的に向上した。

目標達成に向けた具体的な課題
・「地域資源」を活用した「体験・学習・交流・食」
　メニューの充実による「滞在型観光」の整備
・富山ー金沢ー能登の観光周遊ルートの形成
・観光列車を活用した誘客の促進

和倉温泉への入り込み客数 905,705人 940,849人 1,200,000人

指標名
当初 現状

平成30年
（平成20年） （平成27年）

3,822,705 

4,060,000 
4,120,000 

4,300,000 

3,684,295 
3,633,986 

3,833,435 

3,400,000

3,600,000

3,800,000

4,000,000

4,200,000

4,400,000

当初 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

七尾市への入り込み客数 

（H20） （年） 

（人） 

目標値 

実績値 

905,705 

1,112,800 
1,134,600 

1,200,000 

810,071 

940,849 

700,000

800,000

900,000

1,000,000

1,100,000

1,200,000

1,300,000

当初 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

和倉温泉への入り込み客数 

（H20） （年） 

（人） 

目標値 

実績値 
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分野別目標達成状況

平成28年度の主要事業
・能登半島広域観光協会による能登全体のＰＲ活動の推進
・能登ふるさと博キャンペーン事業
・郡上市、丸亀市交流事業・飛越能経済観光都市懇談会事業
・高岡氷見七尾広域観光事業・和倉温泉誘客広報全国展開事業

　交通インフラでは、北陸新幹線金沢開業、能越自動
車道七尾氷見道路が全線開通し、首都圏等からのアク
セスが飛躍的に向上した。

目標達成に向けた具体的な課題
・能登半島広域観光協会の構成団体である宝達志水以北の4市5町全
　域の情報提供
・各市町の地域資源の有機的な連携による「滞在型観光」の整備
・北陸新幹線金沢開業に伴う関東圏からの誘客推進
・観光列車を活用した誘客の促進

指標名
当初 現状

平成30年
（平成20年） （平成27年）

　２　産業
　１　観光の振興
（２）広域観光の促進

指標名
当初

評価ランク

C

担当課

観光交流課

平成30年

この分野における現状

三大都市圏からの入り込み客数（和倉温泉） 482,114人 481,977人

現状

（平成20年） （平成27年）

600,000人

観光交流課 B

担当課 評価ランク

19,850人 25,000人

・能登空港活性化・利用促進事業
・台湾観光団体誘客事業
・インバウンド事業

この分野における現状
　平成23年3月に発生した東日本大震災の影響の薄れ、
円安やビザ発給要件緩和もあるが、ほぼ横ばい。

目標達成に向けた具体的な課題
・国際チャーター便の誘客活動の推進
・外国人観光客の受入環境の整備
・外国人観光客への情報発信

平成28年度の主要事業

外国人宿泊者数（和倉温泉） 21,227人

482,114 

576,000 582,000 600,000 

437,000 

350,046 

481,977 

300,000 

400,000 

500,000 

600,000 

700,000 

当初 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 

三大都市圏からの入り込み客数 

（和倉温泉） 

（H20） （年） 

（人） 

目標値 

実績値 

21,227 22,000 
25,000 

10,784 

19,850 

0 

10,000 

20,000 

30,000 

40,000 

50,000 

当初 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 

外国人宿泊者数（和倉温泉） 

（H20） （年） 

（人） 

旧目標値 

実績値 

新目標値 
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分野別目標達成状況

・合宿等誘致事業
（合宿、教育旅行、コンベンション、大会）
・子ども農山漁村交流プロジェクト事業

43,637人泊

目標達成に向けた具体的な課題

指標名
当初 現状

平成28年度の主要事業

・地域資源を活用した体験メニューの充実による「体験・滞在型交
　流」の促進
・合宿、大会等の受入体制の強化
・ワンストップサービスの充実と機能強化
・食事等、質の高い合宿サービスの平準化

地域資源を活用した「体験・学習・交流・食」メニューのプログラ
ムの提供による教育旅行とスポーツ及び文化系の合宿により、宿泊
人数が大幅に増加した。今後も増加が見込まれるサッカ―、平成27
年7月に完成したテニスコートの合宿、大会などの受入強化を図るた
め、更なるサービス向上に努める。

（平成19年度）

90,000人泊

この分野における現状

　２　産業
　１　観光の振興
（３）体験・滞在型交流の促進

体験・滞在型交流人口 2,202人泊

評価ランク

C

担当課

観光交流課

平成30年度
（平成27年度）

2,202 

75,000 
90,000 

5,785 

43,190 43,637 

1,000 

21,000 

41,000 

61,000 

81,000 

当初 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 

体験・滞在型交流人口 

新目標値 

実績値 

（H19） （年度） 

（人泊） 

旧目標値 
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分野別目標達成状況

新たな商品・サービスの創出を行った事業者数 15事業者 11事業者 15事業者

現状
平成30年

（平成18年） （平成27年）

製造品出荷額等 693億円 － 741億円

目標達成に向けた具体的な課題
・中小企業経営の安定化に向けた取り組み
・後継者不足・・・事業承継のための人材育成等
・ニーズの多様化に対応した経営

指標名

・中小企業経営安定保証料補助金
・販路開拓支援事業
・産業人材育成（創業塾）
・伝統産業振興（七尾仏壇）
・地域産業振興プランの具体化に向けた取り組み

この分野における現状

平成28年度の主要事業

・事業所数（中小小売業者等）の減少
・売上減少・伝統産業の衰退・インターネット販売の普及
平成27年度は、経済センサス調査実施により県工業統計が実
施されなかったため、指標の実績値が把握できなかった。

当初

評価ランク

－

担当課

産業振興課

　２　産業
　２　商工業の振興
（１）地域資源を活かした商工業の振興

産業振興課 B

担当課

指標名
当初 現状

平成30年
（平成20年） （平成27年）

・販路開拓事業
・中小企業経営安定保証料補助金
・産業人材育成（創業塾）
・特産品振興（特産品協会）
・伝統産業振興（七尾仏壇）
・地域産業振興プランの具体化に向けた取り組み

平成28年度の主要事業

この分野における現状
・事業所数の減少
　　中小小売業者等
・売上の減少
・伝統産業の衰退

目標達成に向けた具体的な課題
・中小企業経営の安定化に向けた取り組み
・地域資源を活かした施策の展開
・後継者不足
・ニーズの多様化に対応した経営

693 

725 

729 
741 

737 

550 

500

550

600

650

700

750

800

当初 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

製造品出荷額等 

新目標値 

実績値 

（H18） （年） 

（億円） 

旧目標値 

15 

12 

15 

15 

11  

5

10

15

20

当初 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

新たな商品・サービスの創出を 

行った事業者数 

目標値 

実績値 

（H20） （年） 

（事業者） 
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分野別目標達成状況

・人口減少等における地域産業の衰退
・消費者ニーズの多様化

この分野における現状

・食品加工、木材加工を重点とした企業誘致
・能登の特色を生かした、農業、海業関係企業の誘致
・植物工場の第２、第３工場及び関連企業の誘致活動
・七尾鹿島経済交流促進協議会の交流による誘致
・企業立地推進員及び職員による情報収集

担当課 評価ランク

評価ランク

C

担当課

産業振興課

平成28年度の主要事業

目標達成に向けた具体的な課題
・地理的条件（輸送コスト）から誘致が進まない。
・即応できる工業用地（団地・造成地）がない。
・空き公共施設の利活用に時間を要する。

・地方創生が掲げる、東京の一極集中の是正による地
方分散型の方針により、企業の地方移転に期待してい
る。
・能越自動車道のアクセス向上による期待も高い。

指標名
当初 現状

平成30年度

　２　産業
　２　商工業の振興
（２）雇用機会の創出と人材育成

この分野における現状

産業振興課 S

新規起業家数（平成1９年度からの累計） 3人

・ななお創業応援カルテットによる支援（創業塾等）
・スタートアップ事業（創業補助金）

目標達成に向けた具体的な課題
・創業希望者の掘り起こし
・地域産業の衰退
・創業希望業種の偏り（飲食業）

平成28年度の主要事業

（平成19年度） （平成27年度）

企業立地件数（平成20年度からの累計） 0件 5件

22人 12人

10件

指標名
当初 現状

平成30年度
（平成19年度） （平成27年度）
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企業立地件数 

（平成20年度からの累計） 

（H19） （年度） 

（件） 
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9  
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0

5
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当初 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

新規起業家数 

（平成19年度からの累計） 

（H19） （年度） 

（人） 

目標値 

実績値 

目標値 

実績値 
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分野別目標達成状況

指標名
当初 現状

平成30年度
（平成19年度） （平成27年度）

集落営農組織数 25組織

（平成19年度） （平成27年度）

認定農家数 101経営体 129経営体 160経営体

・ほ場整備の推進、集落営農組織及び農業法人の育成
・高齢化に伴う死亡や認定を更新しない農業者も多く、集落営農組
織化や法人化に伴い、認定者数自体は減少に転じる場合もある。
・加工、流通、販売等の多角化経営の取り組みを目標として掲げる
ものの、実施に至っていない場合が多い。

平成28年度の主要事業
・国の担い手確保発展支援事業による集落営農法人化
支援
・農業経営研修会等の開催

この分野における現状
・３戸以上の農業者で機械資源の共有化や共同販売経
理などを行う組織を集落営農組織に位置付け
・過剰投資を抑え、営農継続性を高めるためにも組織
化は必要

目標達成に向けた具体的な課題
・個人の認定農業者と共存できる集落営農組織のあり方
・認定農業者を中心として設立する集落営農組織の推進
・任意組織での個別販売経理を一元化に導く方策

平成28年度の主要事業

32組織

この分野における現状

・基盤整備事業を通じた担い手の育成
・農業経営改善計画更新に向けたフォローアップ
・新規就農者の就農支援
・いしかわ農業総合支援機構との連携による販路拡大、６次
産業化支援
・新たな農業経営指標を活用したフォローアップ

28組織

S

・農業者が自ら作成する農業経営改善計画（５年後の
経営目標）を認定することにより、意欲を持って経営
の改善・発展に取り組む認定農業者を育成している。

現状
平成30年度

担当課 評価ランク

評価ランク

　３　農林水産業の振興
農林課 B（１）個性豊かな農業の振興

　２　産業

指標名
当初

目標達成に向けた具体的な課題

担当課

農林課

101 

142 

160  

112 129 

80

90

100

110

120

130

140
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160

170

当初 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

認定農家数 

（H19） （年度） 

（経営体） 

目標値 

実績値 

25 

27  
28  25 

32 

20
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当初 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

集落営農組織数 

（H19） （年度） 

（経営体） 

目標値 

実績値 
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分野別目標達成状況

・七尾市産材使用住宅助成事業
・森林整備地域活動支援交付金事業
・いしかわ身近な森保全事業

5,000㎥

指標名
当初 現状

平成30年度
（平成19年度） （平成27年度）

間伐材生産量 1,213㎥

評価ランク

平成28年度の主要事業

目標達成に向けた具体的な課題
・除間伐などの森林施業の実施
・森林の公益的機能の低下防止、回復
・間伐材利活用促進、需要拡大
・担い手など人材育成

5,209㎥

この分野における現状
木材価格の低迷、林業採算性の悪化、過疎化等による
手入れ不足の森林が増加しているため、森林が荒廃
し、機能が低下し、災害等の発生が懸念されており、
適切な森林施業の実施が必要である。

S

担当課

農林課
　３　農林水産業の振興
（２）豊かな森林資源の保全と活用

　２　産業
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5,000 
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3,000 
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新目標値 

実績値 

旧目標値 
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分野別目標達成状況

水産資源の維持増大に取り組むことや、市内外から魚
が集まるようにするため、市場をはじめ関係機関と連
携して魚価の向上を図る取り組みをする。

平成28年度の主要事業
地域栽培漁業の推進
・ｱｶｶﾞｲ、ｻｻﾞｴ、ｱﾜﾋﾞ、ｸﾛﾀﾞｲ、ﾋﾗﾒの放流
水産物のブランド化による付加価値向上の支援
・いきいき七尾魚,能登かき,能登とり貝,能登ふぐ,能登なまこ等

漁業経営者の減少・慢性的な資源減少・消費者の魚ば
なれ・魚価の低迷など、漁業を取り巻く環境は大変に
厳しい。

目標達成に向けた具体的な課題

この分野における現状

14, 262t

　２　産業
　３　農林水産業の振興
（３）魅力ある水産業の創出

評価ランク

B

担当課

里山里海
振興課

（平成27年）

七尾市公設地方卸売市場の水産物取扱高 12,205t 15,300t

指標名
当初 現状

平成30年
（平成19年）

12,205 

14,400 
15,300 

12,988 
14,262 
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当初 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 

七尾市公設地方卸売市場の 

水産物取扱高 
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（t） 

新目標値 

実績値 

旧目標値 
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分野別目標達成状況

・七尾港木材総合拠点化推進事業
・七尾港船舶整備拠点化推進事業
・クルーズ船誘致強化事業
・客船「ぱしふぃっくびいなす」寄港（Ｈ28.5.18）
・巡視船「やひこ」寄港（Ｈ28.8.31～9.3）

目標達成に向けた具体的な課題
協議会、会議所、港湾関係企業の連携による
・既存貨物の定着及び新規貨物の掘り起し
・港湾活用型企業の誘致

平成28年度の主要事業

評価ランク

C

担当課

産業振興課

5,400千t

・大田火力発電所の稼働率により、七尾港の主要貨物
　である、石炭の取扱の増減により数値が大きく左右
　される。
・七尾港で取り扱う木材は、輸入材から国産材へシフ
　トしているものの、国内のバイオマス発電の需要等
　により輸入原木量も増加している。
・平成23年、日本海側拠点化形成促進港（原木）に選
　定された。その計画の実現性に向けてフォローアッ
　プを行なっている。（5年目）

　２　産業
　４　港を核とした産業の振興
（１）港湾の機能充実と利用促進

この分野における現状

指標名
当初 現状

平成30年
（平成19年） （平成27年）

取扱貨物量（七尾港） 4,395千t 3,964千t
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（H19） （年） 

（千t） 

目標値 

実績値 
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分野別目標達成状況

　２　産業 評価ランク

S

担当課

産業振興課
　４　港を核とした産業の振興
（２）中心市街地活性化の推進

担当課 評価ランク

観光交流課 B

平成28年度の主要事業
・魅力あるイベント事業の開催（MJF、港まつり、花嫁のれ
ん展）
・中心市街地観光交流センターの開館（一本杉町）

この分野における現状
北陸新幹線金沢開業、能越自動車道七尾氷見道路の開通により、七
尾を訪れる観光客が増加している。
市内の小売店（飲食店、お土産物販売店）に効果が波及するために
も地域性のある商品（ランチメニュー、特産品など）を開発する取
り組みを進めている。

目標達成に向けた具体的な課題
・歴史文化、まちなみ、暮らし体験メニューの充実を図る。
・観光関連情報のワンストップ化。
・二次交通の促進強化。
・観光情報の提供とトイレ提供店舗の拡大。
・山の寺寺院群の魅力付け

指標名
当初 現状

平成30年度
（平成20年度） （平成27年度）

空き店舗の活用件数（平成21年度からの累計） 0件 10件 9件

・スタートアップ事業
・「ななお創業応援カルテット」による創業者への官
民一体での支援

平成28年度の主要事業

・人口減少
・モータリゼーションの進展
・郊外型大規模店舗の進出
・インターネット販売の普及

目標達成に向けた具体的な課題
・人口減少による商圏縮小
・中心市街地の活力低下

この分野における現状

指標名
当初 現状

平成30年
（平成19年） （平成27年）

まちなかイベント入り込み客数 104,600人 129,200人 160,000人
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（H20） （年度） 

（件） 

目標値 

実績値 
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117,630 
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95,000
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まちなかイベント入り込み客数 

（H19） （年） 

（人） 

旧目標値 
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新目標値 
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分野別目標達成状況

平成28年度の主要事業
・わく・ワーク体験事業（中学校２年生職場体験）
・人と地域を生かした道徳教育講座
・親子ドリームプロジェクト
・地域で支える学校づくり事業

この分野における現状
・核家族化による地域連帯感の希薄化
・子どもの規範意識や道徳心の低下
・生活習慣の変化

目標達成に向けた具体的な課題
・道徳教育等の充実
・学習意欲の喚起
・地域・家庭における対話の促進

指標名
当初 現状

平成30年度

担当課 評価ランク

学校教育課 特Ａ

目標達成に向けた具体的な課題

この分野における現状

・道徳教育等の充実
・保護者間における意識の格差解消
・基本生活習慣の定着
・子どもの集団活動の場の設定
・学級経営や生徒指導上の格差解消

平成28年度の主要事業
・人と地域を活かした道徳教育講座
・伸ばせ！七尾っ子プロジェクト
・地域で支える学校づくり事業

指標名
当初 現状

平成30年度

A

・子どもの規範意識や道徳心の低下
・核家族化と地域連帯感の希薄化
・生活習慣の変化

担当課

学校教育課

　３　教育
　１　子ども教育の充実
（１）子どもの健全育成

評価ランク

（平成19年度） （平成27年度）

学校の決まりを守っていないという小学生の割合 25.0% 10.6% 10.0%

（平成19年度） （平成27年度）

将来の夢や目標がないという中学生の割合 32.0% 10.6% 10.0%
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実績値 
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分野別目標達成状況

指標名
当初 現状

平成30年度
（平成19年度） （平成27年度）

中学校における不登校生徒の割合 3.22% 2.90% 1.00%

担当課　３　教育

学校教育課
　１　子ども教育の充実
（２）教育環境の充実

評価ランク

Ｃ

・全国的、県内的には増加傾向
・不登校に関する背景の多様化
・七尾市は2,３年生は継続不登校が多い
・七尾市は１年生は新規不登校が少ない

目標達成に向けた具体的な課題
・個別対応の充実
・１年生の新規不登校生徒への未然防止を2年続けること
・人間関係エクササイズ（１年生対象）

平成28年度の主要事業
・人間関係エクササイズ（１年生対象）予定
・個別対応の充実とわかたけ教室への支援
・教育支援センター「わかたけ」の運営

この分野における現状
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実績値 
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分野別目標達成状況

評価ランク

C

　３　教育 担当課

　１　子ども教育の充実
（３）学校教育体制の強化

学校教育課

この分野における現状

平成28年度の主要事業

目標達成に向けた具体的な課題

指標名
当初

担当課 評価ランク

当初

（平成19年度） （平成27年度）

学校教育課 B

・研究主任研修会
・七尾市学力向上・授業改善推進会議
・学力向上コンサルタントの活用
・小中高連携英語力向上推進事業（英語力向上研修会）
・七尾市学力向上研究事業

・学力調査結果を基にした分析検証、児童生徒の実態把握
・「わかる楽しい授業」の充実
・ＰＤＣＡサイクルによる個に応じた学習内容の確実な定着

・基礎学力の向上
・活用力の向上
・教職員の資質向上

指標名

・七尾市学力向上・授業改善推進会議
・学校組織力向上研修会
・七尾市学力向上研究事業
・七尾市小中高連携推進事業（英語力向上研修会）

・家庭学習の充実　・児童生徒の生活習慣の改善
・学力の二極化に対する対応
・学校の指導体制の確立
・学校、教師の格差解消
・学習スタイルの確立

・基礎学力、活用力の向上
・教職員の資質向上

9教科 すべての教科

平成28年度の主要事業

この分野における現状

目標達成に向けた具体的な課題

現状
平成30年度

授業に対する児童生徒の理解度 36.5% 52.3% 70.0%

現状
平成30年度

（平成19年度） （平成27年度）

学力調査で市平均が県平均を上回る教科数 4教科
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分野別目標達成状況

8.0冊

（平成27年度）

市民一人当たり年間公民館利用回数 3.8回 4.0回 4.5回

現状

中央図書館

この分野における現状

この分野における現状
子どもの読書推進計画に基づき、学校、地域などに情
報提供を行い、イベント事業を増やし周知の徹底に努
めている。

目標達成に向けた具体的な課題

市民一人当たり年間利用冊数 6.2冊 7.2冊

図書館の新規サービス及び事業の取組みを増やし、読
者ニーズに応える。①家族よむよむフェスタ―　②う
ちどくノートの改訂　③読書通帳の発行

平成28年度の主要事業
図書館サービスの充実
①図書資料の充実とサービス及び情報提供
②子どもの読書活動の推進
③市立図書館の再編と管理運営計画の策定及び推進

指標名
当初

平成30年度
（平成19年度） （平成27年度）

評価ランク

B

　生涯学習に加え、地域づくりの拠点として「コミュ
ニティセンター化」を進めており、機能強化・拡大が
求められている。

目標達成に向けた具体的な課題
　新たな取り組みとしての「地域づくり事業」につい
て、これまで公民館が培ってきた「学び・出会いの
場」機能強化と参画者数の増加が求められる。

平成28年度の主要事業
・公民館自主活動支援事業
・公民館管理運営事業
・公民館連絡協議会運営事業
・市民大学講座開催事業
・地域づくり事業

担当課

指標名
当初 現状

平成30年度
（平成19年度）

　３　教育 担当課 評価ランク

　２　生涯学習・スポーツの振興 生涯学習
スポーツ課 B（１）生涯学習の推進
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8.0 

当初 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 

市民一人当たり年間利用冊数 

（H19） （年度） 

（冊） 

目標値 実績値 

22



分野別目標達成状況

成人の週１回以上のスポーツ実施率（市民アンケー
ト） 23.1% 21.0% 50.0%

評価ランク

C

指標名

担当課　３　教育

生涯学習
スポーツ課

　２　生涯学習・スポーツの振興
（２）スポーツの振興

現状
平成30年度

（平成20年度）

当初

（平成27年度）

この分野における現状

平成28年度の主要事業
・第12回市民体育大会
・第11回市民スポーツ・レクリエーション祭
・石川県スポーツ推進委員研修会（七尾市会場）
・総合型地域スポーツクラブへの支援

スポーツを「全くしていない」人の割合が49.2％であ
り、地域別にみると、能登島地区は63％が「全くして
いない」と答えている。

・スポーツをする機会の提供として、イベントや教室
   の開催を行う。（ラジオ体操など）
・能登島地区において、スポーツができる環境整備す
　る。（教室の開催、クラブの運営など）
・スポーツの重要性を啓発する。（スポーツ推進委員、広報
　誌の活用など）
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分野別目標達成状況

・モントレー20周年記念交流事業（訪米） 　21名

・金泉市40周年記念交流事業民俗ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ　8名

・モントレージュニアウイングス（訪問） 　17名

・モントレージュニアウイングス（受入） 　12名

・モントレー（ロータリー）　　　 　　　　  2名

・短期青少年交換プログラム（訪米）   　　　4名

計  　　64名

担当課　３　教育

地域づくり支
援課

　２　生涯学習・スポーツの振興
（３）国際交流の推進

評価ランク

C

64人

この分野における現状

平成28年度の主要事業
・七尾市・金泉市姉妹都市提携40周年記念交流事業
・金泉市中学生交流（受入）
・金泉市文化交流（受入）
・多文化共生推進事業（多文化共生サロン・サラダボウル）
・ジュニアウイングスプログラム（派遣、受入）
・ロータリー短期留学生交流（派遣、受入）
・金普新区視察交流（訪問、受入）

・姉妹都市等の交流事業と市内在住外国人との多文化
が共生する地域づくりの推進を行っている。

目標達成に向けた具体的な課題
・幅広い分野における市民交流の促進
・多文化共生社会の実現に向けての促進
・各国際交流事業担当課との連携
・国際交流協会との連携

170人

【参考】H27交流人数

指標名
当初 現状

平成30年度
（平成19年度） （平成27年度）

姉妹・友好都市との交流人口 149人
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分野別目標達成状況

28.0%

平成28年度の主要事業
・小中学生人権擁護に関する標語の募集
・市民のつどいの開催（人権・男女共同参画講演会）
・法務局、人権擁護委員との連携による人権啓発活動
・人権学習用ＤＶＤの無料貸出

この分野における現状
　小中学校児童生徒を対象とした人権擁護に関する標語の募
集や、法務局及び人権擁護委員との連携により、保育園、小
中学校、街頭などで人権啓発活動を行う。また、安心安全な
市民生活が送れるよう、民生児童委員と人権擁護委員による
市民相談を行う。

目標達成に向けた具体的な課題
・いじめや虐待、ＤＶ等人権侵害が絶えない。
・インターネットによる誹謗中傷などの人権問題が発
生している。
・市民への相談事業の周知

　３　人権尊重・男女共同参画の推進
（１）人権尊重の推進

評価ランク

C

　３　教育 担当課

総務課

指標名
当初 現状

平成30年度
（平成20年度） （平成27年度）

お互いの“ちがい”を認め合い、人権が尊重されて
いるまちづくりが進んでいると思う市民の割合（市
民アンケート）

23.4% 22.3%
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分野別目標達成状況

33.0%

指標名
当初 現状

平成30年度
（平成20年度） （平成27年度）

男女共同参画が進んでいると思う市民の割合（市民
アンケート） 27.8% 24.5%

この分野における現状

平成28年度の主要事業
・第３次七尾市男女共同参画推進プランの推進
・男女共同参画推進員等研修会の開催
・男女共同参画の啓発（４コマまんが等の作品募集、
公民館等での推進事業の実施、つどいの開催）

　男女共同参画に対する認識は浸透してきているもの
の、地域や職場などの社会の様々な場面においては、
十分に理解されていない面がある。審議会等への女性
登用率は少しずつ向上している。

目標達成に向けた具体的な課題
・男女共同参画社会の実現に向けた意識の改革
・家庭・地域・職場における男女共同参画の促進
・男女がいきいきと活動できる環境づくり
・女性の登用のない審議会等の解消

総務課
　３　人権尊重・男女共同参画の推進
（２）男女共同参画の推進

評価ランク

C

担当課　３　教育
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男女共同参画が 

進んでいると思う市民の割合 

（H20） （年度） 

（％） 

目標値 

実績値 
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分野別目標達成状況

評価ランク

C

60.0%

担当課

文化課

　４　芸術・文化
　１　歴史・伝統文化の振興
（１）歴史･文化遺産の保全と活用

目標達成に向けた具体的な課題
・市民への普及啓発を図る事業を実施しているが、一
層のPRに取り組みながら、事業を継続する必要があ
る。（歴史・文化遺産の重要性の認識がまだまだ薄
い）

平成28年度の主要事業
・史跡七尾城跡保存活用計画策定（H27～29）
・博物館建設事業
（H26～30、H28は展示及び建築基本設計等）

この分野における現状
・七尾城跡の関心は高まってきているが、全般的には
まだまだ市民の反応は鈍く、周知度も低い。

指標名
当初 現状

平成30年度
（平成20年度） （平成27年度）

歴史・文化遺産が守られていると思う市民の割合
（市民アンケート） 53.6% 51.0%
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分野別目標達成状況

指標名
当初 現状

平成30年
（平成20年） （平成27年）

七尾四大祭り入り込み客数 204,000人 163,000人 300,000人

目標達成に向けた具体的な課題
・観光イベントに参加し、市外へ向けたPRの強化
　（観光ブースの出店、旅行雑誌の掲載）
・受入れ体制の充実
　（祭りガイドの育成、臨時観光案内所設営等）

平成28年度の主要事業
・四大祭りの開催事業補助
・ポスター、パンフレットの作成、配布
・青柏祭PRキャラバン隊の訪問
・臨時観光案内所設営・シャトルバス送迎

観光雑誌等で祭り情報を全国に発信し、観光客の誘客促進に取り組
んでいる。また、交通アクセスの向上から入込客が増加し、多様化
する観光客ニーズに対応するため、臨時観光案内所・祭りガイドの
配置、臨時駐車場の増加、シャトルバス送迎、誘導案内看板の設置
等といった受入れ体制の強化を図っている。

この分野における現状

担当課

観光交流課

評価ランク

C

　４　芸術・文化
　１　歴史・伝統文化の振興
（２）伝統的祭り行事の振興
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目標値 

実績値 
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分野別目標達成状況

七尾美術館観覧者数 23,348人 51,293人 41,000人

文化課

開館20周年記念として、長谷川等伯の代表作の国宝を展示公
開したところ、16,000人以上の観覧者数となった。入館者数
は目標を達成でき、努力したといえるが、かけた経費も大き
かった。収支的には予定通りであった。

・今年度と同じ経費をかけれないため、経費減、作品数減、
国宝なしとなった場合、何を見所として、どう興味を引くよ
うなＰＲをするのか、観覧者数増に繋げ、より魅力的な展覧
会の企画を開催することが課題となる。

・長谷川等伯展～等伯と一門の精鋭たち～
・ニャンダフル！浮世絵ねこの世界展
・２０１６イタリアボローニャ国際原画展
・現代美術展・「池田コレクション」百花繚乱！

平成28年度の主要事業

指標名
当初 現状

平成30年度
（平成19年度）

・日本のガラス展～挑戦する現代ガラス～
・～ガラスが○○に変身！？～ガラスに見えないガラス展
・ヴェネチアン・グラス～美しきガラスへの憧憬～
・国際ガラス展・金沢2016ｉｎ能登島

60,000人能登島ガラス美術館観覧者数 43,078人

担当課 評価ランク

S文化課

現状
平成30年度

（平成27年度）

　４　芸術・文化
　２　芸術文化の振興
（１）優れた芸術・文化体験の創出

この分野における現状

目標達成に向けた具体的な課題

担当課

指標名
当初

（平成19年度）

平成28年度の主要事業

・ここ数年伸び悩んでいた入館者数がわずかに前年度を上
回ったが、これは当館だけではなく、能登島施設全体がそう
であったようだ。閉店から２年経過してもなお、別棟を使用
してほしいという声が多く聞かれる。

目標達成に向けた具体的な課題
・来館者アンケートの結果を取り入れた展覧会事業の企画実施・リ
ピーター者増に向けた取組み、能登島全体として協同ｲﾍﾞﾝﾄ・スタン
プラリー等を実施するなど、協力して観光客を取込みすることが課
題となってくる。ワークショップ等で別棟を有効に活用したいが修
繕が必要となってくる。

（平成27年度）

この分野における現状

41,259人

C

評価ランク
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37,015 

51,293  

20,000 

25,000 

30,000 

35,000 

40,000 

45,000 

50,000 

55,000 

当初 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 

七尾美術館観覧者数 

（H19） （年度） 

（人） 

新目標値 実績値 

旧目標値 

43,078 

57,000  

60,000  

50,643 

41,259  

35,000 

40,000 

45,000 

50,000 

55,000 

60,000 

65,000 

当初 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 
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分野別目標達成状況

28,800人

指標名
当初 現状

平成30年度
（平成19年度） （平成27年度）

能登演劇堂鑑賞者数 19,231人 13,965人

目標達成に向けた具体的な課題
平成26年度に比べ、鑑賞者数は増加したが、目標数を達成し
ていないのが現状である。
演劇に対する魅力が薄れていることが原因の一つに挙げられ
る。

平成28年度の主要事業
公演事業
「海の風景」、「映像で観る無名塾劇世界ビデオ上映＆トーク
ショー」、「ザ・デイサービスショー」ほか
教育・普及事業
「アウトリーチ」、「高校演劇ワークショップ」ほか

演劇事業を中心に音楽や文楽など様々な分野の事業を行って
いる。平成27年度は、北陸新幹線開業記念公演として、「若
村麻由美の劇世界」と「おれたちは天使じゃない」が行わ
れ、演劇文化の普及に貢献した。

この分野における現状

　４　芸術・文化
　２　芸術文化の振興
（２）地域に根ざした演劇文化の振興

担当課

文化課

評価ランク

C
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能登演劇堂鑑賞者数 

（H19） （年度） 

（人） 

目標値 

実績値 

←「マクベス」   

ロングラン公演 
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分野別目標達成状況

指標名
当初 現状

平成30年度
（平成20年度） （平成27年度）

七尾市の豊かな自然環境が守られていると思う市民
の割合（市民アンケート） 41.3% 41.1%

平成28年度の主要事業
・環境の現況を作成、市民へ広報
・水質調査（海域、河川、湖沼、地下水、名水）
・希少種調査
・小中学校が主体に実施する水生生物による水質調査

目標達成に向けた具体的な課題
・環境改善は進んでいるが、市民に伝わっていない。
・佐渡市の「トキ」、豊岡市の「コウノトリ」など象
徴種（地域の環境保全を促進するための象徴として置
かれる生物種）の活用等を検討する。

・七尾市の懸念であった御祓川の水質は大幅に改善し
ている。また、仙対橋の水質においては、平成22年度
より環境基準を達成している。

この分野における現状

評価ランク

C

担当課

環境課

60.0%

　５　自然環境
　１　自然環境・景観の保全
（１）自然環境の保全
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分野別目標達成状況

指標名
当初 現状

平成30年度
（平成20年度） （平成27年度）

七尾らしい魅力ある景観が形成されていると思う市
民の割合（市民アンケート） 32.7% 38.4% 45.0%

評価ランク

B

担当課

都市建築課

平成28年度の主要事業
・七尾市公共事業景観形成指針の策定
・七尾市公共事業景観形成ガイドラインの策定
・屋外広告物等修景促進事業
・第９回景観写真展の実施

　５　自然環境
　１　自然環境・景観の保全
（２）魅力ある景観の形成

この分野における現状
経済活動に伴う開発や建物の建て替えなどで、周辺と
調和しない建築物や工作物が見受けられ、年々、七尾
らしい景観が失われてきている。このため、七尾市景
観計画に基づき、規制誘導を行っている。

目標達成に向けた具体的な課題
市民の景観に対する意識は年々高まってきているが、
景観計画への認識が十分になされてない。市民が主体
となって景観づくりに取り組むことができるよう、啓
発活動を更に積極的に実施する必要がある。
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分野別目標達成状況

指標名
当初 現状

平成30年度
（平成19年度） （平成27年度）

家庭において温暖化防止対策の取り組みにより削減
したＣＯ２の量 10,606kg 97,293㎏

・省エネ・節電アクションプランへの参加。
・いしかわクールシェア対象施設の推進。
・住宅用太陽光発電システム設置費補助金事業

・地球温暖化対策に向けた実践活動のPR不足。
・市民へ向けたわかりやすい事業の提案。
・県が実施する「省エネ・節電アクションプラン」や
「いしかわクールシェア」への積極的な参加の呼びか
け。

目標達成に向けた具体的な課題

117,129kg

評価ランク

B

担当課

環境課

平成28年度の主要事業

　５　自然環境
　２　地球環境の保全
（１）地球温暖化対策の推進

この分野における現状
・平成24年度から、いしかわ版環境ISO省エネ・節電ア
クションプランに参加。平成27年度は、市内2,764家庭
が取組に参加した。
・いしかわクールシェアに参加。24施設が登録し、の
べ3,847人がスタンプラリーに参加し来館した。
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分野別目標達成状況

担当課

リサイクルごみ回収率 18.6% 18.6% 25.0%

指標名
当初 現状

平成30年度

この分野における現状

　５　自然環境
　２　地球環境の保全
（２）循環型社会の形成

評価ランク

C環境課

平成28年度の主要事業
・資源ごみ集積所「え～こ屋」の設置事業
・資源物回収事業推進奨励金交付事業

目標達成に向けた具体的な課題
・事業系ごみの成分とリサイクル可能性調査
・事業系ごみの資源化誘導策の検討
・事業系ごみの処分費の検討（現行の200円/10㎏を値
上げするなど）

・事業系ごみの排出量は年々増加する中、民間リサイ
クル施設の整備により、リサイクル率は向上してい
る。目標達成のためには、事業系ごみの排出抑制と資
源化の推進が、ますます重要となっている。

（平成19年度） （平成27年度）
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分野別目標達成状況

担当課

子育て支援課

　６　健康・福祉・医療
　１　子育て・子育ち環境の充実
（１）子育て支援体制の充実

目標達成に向けた具体的な課題

指標名

評価ランク

C

・特別保育事業
　（一時預かり、延長保育、休日保育、病児保育等）
・認定こども園事業
・保育料第２子以降無料化事業
・放課後児童クラブ事業
・子ども医療費助成事業

・核家族化が進展、保育ニーズはますます多様化している。
・離婚に伴うひとり親家庭が増加傾向にある。
・市内の公立、私立すべての保育園で延長保育、一時預かり
を実施。

当初 現状
平成30年度

（平成20年度） （平成27年度）

27.3%

・保育ニーズの多様化への対応
　（休日保育実施園、延長保育の拡充等）
・子育てにかかる経済的負担の軽減
　（保育料軽減、子ども医療費助成制度の拡充等）
・ひとり親家庭の増加への対応（ひとり親家庭支援制度の拡充）

平成28年度の主要事業

この分野における現状

50.0%
子どもを生み育てやすい環境が整っていると思う市
民の割合（市民アンケート） 30.6%

30.6 

42.0  

44.0  

50.0  

33.5 

26.8  
27.3  

20 

25 

30 

35 

40 

45 

50 

55 

当初 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 

子どもを生み育てやすい環境が整っ

ていると思う市民の割合 

（H20） （年度） 

（％） 

目標値 

実績値 

35



分野別目標達成状況

　１　子育て・子育ち環境の充実
（２）子も親も共に育つ環境づくりの推進

25,816人

・子育て拠点事業（地域子育て支援センター）
・みらい子育てネット（母親クラブ）運営事業
・児童館管理運営事業
・児童公園管理事業
・ファミリーサポートセンターの運営

平成28年度の主要事業

目標達成に向けた具体的な課題
・子育て拠点施設の機能の充実
　（地域へ出向いての出張ひろばの実施等）
・利用しやすい環境づくり（施設の改修、対象世帯への啓発活動）
・地域の子育て力を高める取り組みの実施
　（ボランティア等の人材育成と活動支援）

この分野における現状
・核家族化等により、子どもたちが集団で遊ぶ機会が
減少している。
・子育てに係るストレスや家庭における養育力の低下
が見られる。

評価ランク

S

担当課

子育て支援課

　６　健康・福祉・医療

24,500人

指標名
当初 現状

平成30年度
（平成19年度） （平成27年度）

子育て支援拠点施設利用人数 16,754人
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分野別目標達成状況

指標名
当初 現状

平成30年度
（平成22年度） （平成27年度）

毎日朝食を食べる習慣のある子どもの割合 92.9% 100.0%

当初 現状
平成30年度

（平成19年度） （平成27年度）

育児の心配・困りごとがある保護者の割合 12.1% 12.4%

平成28年度の主要事業
・健康まちづくり活動や保育園等における食育
・１歳６か月児、３歳児健康診査での栄養指導
・子育て相談での栄養指導

目標達成に向けた具体的な課題
・保護者が「食べる」ことの大切さを認識し、「食」
を通して子どもを育てる。
・子どもや保護者が３食摂取の習慣を身につける。
・食事内容の改善

担当課

健康推進課

毎日朝食を食べる習慣のある子どもは定着したが、食
事内容（主食のみ、菓子パン、菓子類）や環境（孤
食）に課題がある。

この分野における現状

100.0%

S

　６　健康・福祉・医療
　１　子育て・子育ち環境の充実
（３）母子保健の充実

評価ランク

指標名

評価ランク

C

担当課

健康推進課

この分野における現状

平成28年度の主要事業
・こんにちは赤ちゃん訪問事業（乳児家庭全戸訪問）
・養育支援家庭訪問事業　・のびのび教室（7か月児）
・もぐもぐ教室（10か月児）・すくすく相談
・母の相談日・ゆったり子育て相談

・初めての子育てや子どもの成長に伴う育児不安の解消
・訪問や教室を通じて保護者の育児能力の育成
（子どもの発達の理解と対応に関する学習が不足している）

核家族化の進行や養育環境の問題等により、身近な相
談相手や支援者がおらず、育児に関する不安を抱えて
いる。乳児期は母乳や離乳食等で悩む保護者も多い。

目標達成に向けた具体的な課題

8.0%

12.1 

9.2  

8.0  10.6 

12.4  

6

8
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14

16
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20

当初 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

育児の心配・困りごとがある 

保護者の割合 

（H19） （年度） 

（%） 

目標値 

実績値 

92.9 

100.0  100.0  

80

90

100

当初 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

朝食を食べる習慣のある 

子どもの割合 

（H22） （年度） 

（％） 

目標値 

実績値 
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分野別目標達成状況

平成28年度の主要事業
・健康相談事業　　　　・特定保健指導事業
・訪問指導事業　　　　・各地区健康教室

肥満は、糖尿病などの生活習慣病につながり、さらに脳血管
疾患、心疾患、など重症化する場合がある。個々の生活習
慣、食生活が多様であり、個々のリスクに応じた保健指導を
行うことが必要である。

肥満の割合　ＢＭＩ２５以上（特定健診確定値）
　Ｈ22年度～Ｈ26年度　ワースト3位／県内19市町
　Ｈ27年度　28.6％　⇒ワースト4位／県内19市町

目標達成に向けた具体的な課題

27.0%

評価ランク

C

担当課

健康推進課

この分野における現状

　６　健康・福祉・医療
　２　健康づくり・医療の充実
（１）生涯を通じた健康づくりの推進

評価ランク

指標名

50.0%

C

平成28年度の主要事業
・こころの健康相談事業　・こころの健康づくり教室
・メンタルヘルス講演会　・ゲートキーパー普及事業

目標達成に向けた具体的な課題
　過剰なストレスは、うつ状態を招き、こころの病気
になりやすい。自分自身と周囲の人のこころの健康に
関心を持つことが大切である。ストレスへの対処法や
相談窓口を普及していく必要がある。

担当課

健康推進課

・家庭や職場、対人関係などにおいて、多くの市民は
ストレスを抱えて生活している。近年、多様化、複雑
化する社会の中でストレスが増大し、心の健康を崩す
市民が増えている。

この分野における現状

当初 現状
平成30年度

（平成19年度） （平成27年度）

肥満の割合（ＢＭＩ 25以上）: H20～七尾市国保特
定健康診査 32.0% 28.6%

指標名
当初 現状

平成30年度
（平成20年度） （平成27年度）

ストレスを感じている市民の割合（市民アンケー
ト） 76.2% 69.4%

32.0 

20.0 
18.0 12.0 

27.0 

29.2 

29.0 28.6 

10
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当初 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

肥満の割合（ＢＭＩ 25以上） 

（H19） （年度） 

（%） 

目標値 

実績値 

76.2 

62.0 

59.0 

50.0 

74.8 

67.3 
69.4 

45
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55

60

65

70
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80

当初 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

ストレスを感じている市民の割合 

（H20） （年度） 

（％） 

目標値 

実績値 
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分野別目標達成状況

・地域医療体制の充実
・生活習慣病対策及び医療費適正化対策の推進

保険課

評価ランク

B

59.0%

平成28年度の主要事業
・公立能登総合病院の運営支援
・ジェネリック医薬品差額通知の実施
・特定健診未受診者対策、腎疾患・糖尿病対策の強化

　６　健康・福祉・医療
　２　健康づくり・医療の充実
（２）医療体制の充実

この分野における現状
・深刻な医師不足による地域医療の停滞
・医療費の増大
（国民健康保険・後期高齢者医療保険）

目標達成に向けた具体的な課題

担当課

62.0%

指標名
当初 現状

平成30年度
（平成20年度） （平成27年度）

医療体制が充実していると思う市民の割合（市民ア
ンケート） 49.8%

49.8 

60.4  
60.8  

62.0  

56.6 58.9  
59.0  

45 

50 

55 

60 

65 

70 

当初 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 

医療体制が充実していると思う 

市民の割合 

（H20） （年度） 

（％） 

旧目標値 

実績値 
新目標値 
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分野別目標達成状況

平成28年度の主要事業

70.0%

・介護支援ボランティアポイント事業
・グループデイ等の介護予防事業
・認知症などの要援護高齢者支援事業　・生涯現役推進事業
・就労や軽スポーツを通じての生きがいの高揚
・地域で気軽に参加できる機会や活動の場づくり

・高齢者の自主活動として、老人クラブが９７クラブ活動中。また、
高齢者グループデイ（４グループ）、介護予防グループデイ（１６グ
ループ）が活動中。
・高齢者が活躍できる場として、シルバー人材センターでの活動が挙
げられる。

目標達成に向けた具体的な課題
・高齢者が自身の知識や経験を活かし、活躍できる場の拡大
・高齢者が身近な場所でいきいきと活動できる場の充実
・高齢者の健康づくりの推進
・高齢者が安心、安全に生活できる環境づくり
・高齢者の権利擁護の啓発、相談体制の充実

この分野における現状

C

　６　健康・福祉・医療
　３　高齢者福祉の充実
（１）高齢者の自立と社会参加の促進

担当課

福祉課

評価ランク

指標名
当初 現状

平成30年度
（平成20年度） （平成27年度）

「いきがい」を感じて日常生活を送っている高齢者
の割合（市民アンケート） 63.4% 58.0%

63.4 

66.0  
67.0  

70.0  

61.6 

59.2  

58.0  

55

60

65

70

75

当初 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

「いきがい」を感じて日常生活を

送っている高齢者の割合 

（H20） （年度） 

（％） 

目標値 

実績値 
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分野別目標達成状況

※実績値の数値が低ければ目標達成率が良い。

22.0%

平成28年度の主要事業
・二次予防事業の対象者の把握事業
・介護予防事業（二次予防事業、一次予防事業）
・地域包括支援センター運営事業
・在宅医療・介護連携推進事業
・認知症対策の推進

　６　健康・福祉・医療
　３　高齢者福祉の充実
（２）介護支援体制の充実

この分野における現状
・要介護・要支援認定者数は、年々増加しており、介護給
付費も年々増加している。
・介護予防や在宅介護支援、高齢者の総合相談窓口機能の
充実にむけ取り組んでいる。

目標達成に向けた具体的な課題
・生活機能の低下者の早期把握及び介護予防事業の充
実
・地域包括支援センター機能の充実

評価ランク

S

担当課

保険課

（平成27年）

要介護・要支援認定率 17.4% 18.0%

指標名
当初 現状

平成30年
（平成20年）

17.4 

21.0  

22.0  

17.8 18.0  

15 

17 

19 

21 

23 

25 

当初 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 

要介護・要支援認定率 

（H20） （年） 

（％） 

目標値 

実績値 
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分野別目標達成状況

（平成27年）

障害者雇用率 1.89% 1.99% 2.20%

指標名
当初 現状

評価ランク

B

担当課

福祉課

平成28年度の主要事業

平成30年度

・七尾市・中能登町地域自立支援協議会の取組推進
　（職場体験実習制度、模擬面接会の実施）
・障害者福祉団体連絡協議会との連携

　６　健康・福祉・医療
　４　障害者福祉の充実
（１）障害者の自立と社会参加の促進

この分野における現状
・七尾・中能登地区の雇用情勢は改善してきているも
のの、障害者雇用にまでは及んでいない。
・障害者への継続的な就労支援を行い、自立の促進を
図っている。

目標達成に向けた具体的な課題
・公共職業安定所との連携をさらに図り、障害者雇用
枠での採用や職場実習の受け入れについて各企業経営
者に理解を求める。
・障害の特性を理解してもらうための啓発を行う。

（平成19年）

1.89 

2.08  

2.20  

1.75 

1.99  

1.6 

1.7 

1.8 

1.9 

2.0 

2.1 

2.2 

2.3 

当初 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 

障害者雇用率 

（H19） （年） 

（%） 

目標値 

実績値 
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分野別目標達成状況

51.0%

指標名
当初 現状

平成30年度
（平成20年度） （平成27年度）

障害者が暮らしやすい環境が整っていると思う市民
の割合（市民アンケート） 23.6% 23.6%

平成28年度の主要事業
・手話通訳者の設置によるコミュニケーション支援
・障害者相談支援事業、地域活動支援センター事業に
よる支援
・障害者福祉サービスの充実による生活の支援
・七尾市・中能登町地域自立支援協議会や各種団体と
の連携強化

　６　健康・福祉・医療
　４　障害者福祉の充実
（２）生活支援体制の充実

この分野における現状
障害者が自立した生活を営むことができる支援体制の
確保が求められている。

目標達成に向けた具体的な課題

担当課 評価ランク

C

地域における障害者の生活支援の充実、障害者のその
家族などへの相談支援体制の充実などが必要。

福祉課

23.6 

39.8  

42.6  

51.0  

21.3 

24.8  23.6  
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当初 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 

障害者が暮らしやすい環境が 

整っていると思う市民の割合 

（H20） （年度） 

（％） 

目標値 

実績値 
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分野別目標達成状況

指標名
当初 現状

平成30年度
（平成20年度） （平成27年度）

支え合い、助け合うという意識が地域にあると思う
市民の割合（市民アンケート） 44.0% 48.0%

・第1層コーディネーターの配置、協議体の設置
・地域福祉ネットワークづくりの推進
・支え合いマップづくり事業の推進
・地域福祉リーダーの育成

　人口減少や少子高齢化などが進んでいる中で、地域社会の
つながりが希薄化し、地域に対する関心が低下している。
　しかし、「お互いに支え合う地域づくり」に向け、町会単
位での支えあいのしくみづくりが徐々に進んでいる。

目標達成に向けた具体的な課題

・町会単位を基本とした地域福祉ネットワークの構築
・住民が主体となって様々な生活・福祉課題に取り組
　むための支援

この分野における現状

平成28年度の主要事業

58.0%

B

　６　健康・福祉・医療
　５　地域福祉・生活保障の充実
（１）地域福祉の充実

担当課

福祉課

評価ランク

44.0 

50.0  
52.0  

58.0  

42.5 
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当初 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

支え合い、助け合うという意識が地

域にあると思う市民の割合 

（H20） （年度） 

（％） 

旧目標値 

実績値 

新目標値 
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分野別目標達成状況

　７　生活環境・都市基盤
　１　防災対策の充実
（１）防災体制の整備

指標名
当初 現状

（平成27年度）

・活動に対する住民意識の不足
・高齢化や昼間の活動要員の不足
・防災リーダーの育成および、地域における防災士の
役割の明確化

平成28年度の主要事業
・防災倉庫及び防災資機材等における財政支援
・自主防災組織における防災訓練の支援
・消防分団長以上による防災士の登録
・均衡ある防災士の配置

評価ランク

特Ａ

この分野における現状

平成30年度
（平成19年度）

担当課

防災交通課

自主防災組織数 12町会 229町会 251町会

　東日本大震災以降、自主防災組織の結成率が急激に
伸びている。現在、自主防災組織の結成率は約９１％
である。（H28.3末現在）

目標達成に向けた具体的な課題
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（団体） 

旧目標値 

実績値 

新目標値 
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分野別目標達成状況

・市営古府住宅配管改修工事
・定住促進住宅取得奨励金交付事業
・万行地区区画整理事業保留地取得奨励金交付事業

市営住宅において、建物の老朽化や設備の陳腐化が見
受けられ、需要が低下している。

目標達成に向けた具体的な課題
老朽化した住宅の環境や設備の改善が必要とされる。
定住するために住宅を求めている者への助成が必要で
ある。

平成28年度の主要事業

34.8%

　７　生活環境・都市基盤
　２　住環境の充実
（１）住宅・緑地の整備

この分野における現状

担当課

都市建築課

評価ランク

C

50.0%

指標名
当初 現状

平成30年度
（平成20年度） （平成27年度）

良好な住環境が形成されていると思う市民の割合
（市民アンケート） 38.6%

38.6 
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良好な住環境が形成されていると思

う市民の割合 

（H20） （年度） 

（％） 

目標値 

実績値 
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分野別目標達成状況

交通事故発生件数(人身事故） 229件 113件

（平成27年度）

自主防犯組織数 20団体 14団体

　自主防犯組織数は対前年比　増減なし

目標達成に向けた具体的な課題
　市内、22公民館単位ごとで組織化された自主防犯組
織の設立。

・幼児交通安全教室
・高齢者交通安全教室
・各種交通安全キャンペーン
・高齢者運転免許証自主返納事業

指標名
当初 現状

平成30年

この分野における現状
・交通事故発生件数は対前年比　８件減

目標達成に向けた具体的な課題
・ドライバーのマナー・モラルの向上
・夜行反射材の着用促進
・自転車運転者の交通ルールの遵守
・飲酒運転の根絶

平成28年度の主要事業

100件

（平成19年） （平成27年）

防災交通課 特Ａ

（平成19年度）

平成28年度の主要事業
・各種防犯キャンペーン補助
・地域防犯リーダー育成研修会
・振込め詐欺被害防止広報

担当課

この分野における現状

評価ランク

24団体

　２　住環境の充実
防災交通課 Ｃ

指標名
当初 現状

平成30年度

（２）防犯・交通安全対策の充実

　７　生活環境・都市基盤 担当課 評価ランク
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90 

110 

130 

150 

170 

190 

210 

230 

当初 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 

交通事故発生件数 

（H20） （年） 

（件） 

新目標値 

実績値 

旧目標値 

旧目標値 

47



分野別目標達成状況

（平成27年度）

評価ランク

目標達成に向けた具体的な課題

B

平成30年度

１人１日当たりのごみ排出量 1,171g/人·日 1,120g/人·日

平成28年度の主要事業

995g/人·日

・事業系廃棄物の減量化に関する計画書の提出・指導
・家庭用ごみ減量機器設置費補助金事業
・資源物回収事業推進奨励金交付事業
・快適環境づくり推進事業

　事業系ごみの増加に伴い、１人１日当たりのごみ排
出量が増加している。

　事業系ごみの排出抑制

現状

　７　生活環境・都市基盤
　３　生活環境の充実
（１）環境衛生の推進

この分野における現状

担当課

環境課

指標名
当初

（平成18年度）

1,171 

1,019 

1,013 

995 

1,315 

1,063 

1,120 

900

1,000

1,100

1,200

1,300

1,400

当

初 

H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

１人１日当たりのごみ排出量 

（年度） 

（g/人･日） 

目標値 

実績値 

← 能登半島地震の影響 
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分野別目標達成状況

・老朽管の更新（石綿管等）の着実な更新
・漏水事故の迅速処置、応急資材の備蓄を拡充
・水道管理施設の整備、更新

平成28年度の主要事業
・有収率の低い石崎・和倉地区の漏水調査及び修繕工
事
・下水道整備に併せた老朽管更新
・漏水事故に対する迅速処置

評価ランク

B

目標値より7.5％低い値となった。
要因は、石綿管等の老朽化に伴う漏水が要因である。
漏水箇所の特定ができない地区があった。

目標達成に向けた具体的な課題

この分野における現状

有収率

　７　生活環境・都市基盤
　３　生活環境の充実
（２）安定した水の供給

担当課

上下水道課

88.5% 84.6% 93.5%

指標名
当初 現状

平成30年度
（平成19年度） （平成27年度）

88.5  91.5  92.0  

93.5  89.8 

84.5  84.6  

80 

82 

84 

86 

88 

90 

92 

94 

96 

98 

100 

当初 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 

有収率 

（H19） （年度） 

（%） 

目標値 

実績値 
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分野別目標達成状況

平成28年度の主要事業
公共下水道の推進
浄化槽の推進

3.0mg/L以下

　目標値より0.8ポイント低い値となった。変動はあるが、全
体的には目標を下回るペースで低下している。
　御祓地区の市街地における下水道整備は進んでおり、全体
的には水質は改善されているものと考えられる。

（平成19年度）

御祓川の水質（ＢＯＤ） 7.2mg/L 3.4mg/L

上下水道課

評価ランク

特A

担当課

現状
平成30年度

（平成27年度）

　７　生活環境・都市基盤
　３　生活環境の充実
（３）下水道等の整備

この分野における現状

指標名
当初

目標達成に向けた具体的な課題
　七尾地区での下水道普及率は平成28年3月末で65.8％とな
り、昨年より1.0ポイント向上している状況である。
　下水道整備を進め接続率を向上することで、さらに水質が
改善されるよう努める。

7.2  

5.0 

4.6 
4.2 3.8 

3.4 

3.0 

6.7 

2.7 

3.4 

2.0 

3.0 

4.0 

5.0 

6.0 

7.0 

8.0 

当初 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 

御祓川の水質（ＢＯＤ） 

（H19） （年度） 

（mg/L） 

新目標値 

実績値 

旧目標値 

50



分野別目標達成状況

指標名
当初 現状

平成30年度
（平成20年度） （平成27年度）

安全・快適な道路整備が行われていると思う市民の
割合（市民アンケート） 36.8%

平成28年度の主要事業

指標名
当初 現状

平成30年度
（平成20年度） （平成27年度）

七尾市中心市街地～名古屋間の所要時間（道路） 4時間10分 3時間20分

・社会資本整備総合交付金事業
・地方創生道整備推進交付金事業
・みちがえるみち整備事業
・くらしにやさしいみちづくり事業

この分野における現状
・市内各拠点へのアクセス機能が低い
・歩行者や運転者に危険な道路の存在
・道路ストックの老朽化

目標達成に向けた具体的な課題
・幹線道路の拡幅やバイパス等の整備
　（国、県に対する整備促進活動）
・安全・安心な道路整備
　（通学路や狭小道路の整備、橋梁の維持管理）

40.9% 45.0%

土木課 B

担当課 評価ランク

　７　生活環境・都市基盤
　４　交通体系の充実
（１）道路網の整備

この分野における現状
能越自動車道　七尾IC～小矢部砺波JCT間　供用済

目標達成に向けた具体的な課題

3時間20分

評価ランク

S

平成28年度の主要事業

担当課

土木課

4h10m 

3h20m 3h20m 

4h5m 

3h20m 

3h0m 

3h30m 

4h0m 

4h30m 

5h0m 

当初 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 

七尾市中心市街地～名古屋間の 

所要時間（道路） 

（H20） （年度） 

（時間） 

目標値 

実績値 

36.8 

41.0 

42.0 45.0 
39.7 

42.1 

40.9 

30 

35 

40 

45 

50 

当初 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 

安全・安心な道路整備が 

行われていると思う市民の割合 

（H20） （年度） 

（％） 

目標値 

実績値 
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分野別目標達成状況

目標達成に向けた具体的な課題
・利用者の減少に伴う事業者の経営状況改善
・高齢化の進行に対応する生活交通の維持,確保
・公共交通空白地域を解消するコミュニティバス、デ
マンド型乗合タクシー等の運行

平成28年度の主要事業
・のと鉄道運賃差額補助事業
・のと鉄道安全運行対策費補助事業
・生活バス路線維持対策費補助事業
・コミュニティバス運行事業
・路線バス及びコミュニティバスの路線及びダイヤの見直し

・過疎化、少子化、マイカー利用の増加等により公共交通利用者は
減少傾向にあり、事業者の経営環境は厳しい状況である。
・高齢化の進展により、生活交通の維持,確保及び公共交通空白地域
の解消が課題となっている。

C

　７　生活環境・都市基盤
　４　交通体系の充実
（２）鉄道・バスの充実

この分野における現状

担当課

ふるさと
振興課

50.0%

評価ランク

指標名
当初 現状

平成30年度
（平成20年度） （平成27年度）

公共交通機関（鉄道・バス）が充実していると思う
市民の割合（市民アンケート） 35.9% 36.3%

35.9 

43.6  
45.2  

50.0  

35.1 34.8  
36.3  

30 

35 

40 

45 

50 

55 

当初 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 

公共交通機関（鉄道・バス）が 

充実していると思う市民の割合 

（H20） （年度） 

（％） 

目標値 

実績値 
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分野別目標達成状況一覧
第１節　地域経営

目標値

実績値 評価 実績値 評価 平成30年度

20.1% 30.0% 特A 28.5% B 35.0% 地域づくり

（平成20年度） （平成26年度） （平成27年度） 支援課

51.3% 48.3% C 47.9% C 60.0% 地域づくり

（平成20年度） （平成26年度） （平成27年度） 支援課

47.0% 44.4% C 44.7% C 65.0% 広報広聴課

（平成20年度） （平成26年度） （平成27年度）

56.0% 52.7% C 56.6% C 75.0% 秘書人事課

（平成20年度） （平成26年度） （平成27年度）

98.8% 96.7% B 93.5% A 92.0% 企画財政課

（平成19年度） （平成26年度） （平成27年度）

20.1% 15.2% S 15.4% S 17.0% 企画財政課

（平成19年度） （平成26年度） （平成27年度）

第２節　産業
目標値

実績値 評価 実績値 評価 平成30年度

3,822,705人 3,633,986人 C 3,833,435人 B 4,300,000人 観光交流課

（平成20年） （平成26年） （平成27年）

905,705人 813,620人 C 940,849人 C 1,200,000人 観光交流課

（平成20年） （平成26年） （平成27年）

三大都市圏からの入り込み客数 482,114人 350,046人 C 481,977人 C 600,000人 観光交流課

（和倉温泉） （平成20年） （平成26年） （平成27年）

外国人宿泊客数 21,227人 20,606人 B 19,850人 B 25,000人 観光交流課

（和倉温泉） （平成20年） （平成26年） （平成27年）

2,202人泊 43,190人泊 C 43,637人泊 C 90,000人泊 観光交流課

（平成19年度） （平成26年度） （平成27年度）

693億円 550億円 C － － 741億円 産業振興課

（平成18年） （平成26年） （平成27年）

15事業者 7事業者 C 11事業者 B 15事業者 産業振興課

（平成20年） （平成26年） （平成27年）

0件 5件 C 5件 C 10件 産業振興課

（平成19年度） （平成26年度） （平成27年度）

3人 19人 S 22人 S 12人 産業振興課

（平成19年度） （平成26年度） （平成27年度）

101経営体 132経営体 B 129経営体 B 160経営体 農林課

（平成19年度） （平成26年度） （平成27年度）

25組織 33組織 S 32組織 S 28組織 農林課

（平成19年度） （平成26年度） （平成27年度）

1,213㎥ 6,193㎥ S 5,209㎥ S 5,000㎥ 農林課

（平成19年度） （平成26年度） （平成27年度）

12,205ｔ 12,036t C 14,262t B 15,300ｔ 里山里海

（平成19年） （平成26年） （平成27年） 振興課

4,395千ｔ 4,539千t B 3,964千t C 5,400千ｔ 産業振興課

（平成19年） （平成26年） （平成27年）

0件 7件 特A 10件 S 9件 産業振興課

（平成20年度） （平成26年度） （平成27年度）

104,600人 98,490人 C 129,200人 B 160,000人 観光交流課

（平成19年） （平成26年） （平成27年）

7

8

9

10

18

19

20

22

21

№

1

2

3

14

16

№

11

12

13

4

5

6

17

新たな商品･サービスの創出を行った事業
者数

体験・滞在型交流人口

製造品出荷額等

七尾市への入り込み客数

和倉温泉への入り込み客数

まちなかイベント入り込み客数

空き店舗の活用件数（平成21年度からの累
計）

認定農家数

取扱貨物量（七尾港）

七尾市公設地方卸売市場の水産物取扱高

市が市政に関する情報を適切に提供してい
ると思う市民の割合（市民アンケート）

市役所職員の窓口や電話での対応に満足
している市民の割合（市民アンケート）

指標名 当初
平成27年度平成26年度

担当課

担当課

市民と行政が協力し合うまちづくりが進んで
いると思う市民の割合（市民アンケート）

地域活動に参加している市民の割合（市民
アンケート）

指標名 当初

経常収支比率

実質公債費比率

平成27年度平成26年度

15 新規起業家数（平成19年度からの累計）

集落営農組織数

間伐材生産量

企業立地件数（平成20年度からの累計）
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分野別目標達成状況一覧
第３節　教育

目標値

実績値 評価 実績値 評価 平成30年度

25.0% 9.3% S 10.6% A 10.0% 学校教育課

（平成19年度） （平成26年度） （平成27年度）

32.0% 20.9% B 10.6% 特A 10.0% 学校教育課

（平成19年度） （平成26年度） （平成27年度）

3.22% 3.40% C 2.90% C 1.00% 学校教育課

（平成19年度） （平成26年度） （平成27年度）

4教科 10教科 B 9教科 C すべての教科 学校教育課

（平成19年度） （平成26年度） （平成27年度）

36.5% 52.6% B 52.3% B 70.0% 学校教育課

（平成19年度） （平成26年度） （平成27年度）

3.8回 4.4回 A 4.0回 B 4.5回 生涯学習

（平成19年度） （平成26年度） （平成27年度） スポーツ課

6.2冊 6.8冊 B 7.2冊 B 8.0冊 中央図書館

（平成19年度） （平成26年度） （平成27年度）

23.1% 19.2% C 21.0% C 50.0% 生涯学習

（平成20年度） （平成26年度） （平成27年度） スポーツ課

149人 82人 C 64人 C 170人 地域づくり

（平成19年度） （平成26年度） （平成27年度） 支援課

23.4% 20.7% C 22.3% C 28.0% 総務課

（平成20年度） （平成26年度） （平成27年度）

27.8% 23.2% C 24.5% C 33.0% 総務課

（平成20年度） （平成26年度） （平成27年度）

第４節　芸術・文化
目標値

実績値 評価 実績値 評価 平成30年度

53.6% 54.4% B 51.0% C 60.0% 文化課

（平成20年度） （平成26年度） （平成27年度）

204,000人 153,000人 C 163,000人 C 300,000人 観光交流課

（平成20年） （平成26年） （平成27年）

23,348人 27,064人 C 51,293人 S 41,000人 文化課

（平成19年度） （平成26年度） （平成27年度）

43,078人 38,360人 C 41,259人 C 60,000人 文化課

（平成19年度） （平成26年度） （平成27年度）

19,231人 12,642人 C 13,965人 C 28,800人 文化課

（平成19年度） （平成26年度） （平成27年度）

第５節　自然環境
目標値

実績値 評価 実績値 評価 平成30年度

41.3% 43.0% C 41.1% C 60.0% 環境課

（平成20年度） （平成26年度） （平成27年度）

32.7% 40.7% B 38.4% B 45.0% 都市建築課

（平成20年度） （平成26年度） （平成27年度）

10,606kg 84,477kg C 97,293kg B 　117,129kg 環境課

（平成19年度） （平成26年度） （平成27年度）

18.6% 18.1% C 18.6% C 25.0% 環境課

（平成19年度） （平成26年度） （平成27年度）

歴史・文化遺産が守られていると思う市民の
割合（市民アンケート）

七尾四大祭り入り込み客数

41

42

№

39

40

36

37

38

№

34

35

25

26

27

28

33

29

30

31

32

24

№

23

リサイクル率

七尾市の豊かな自然環境が守られていると
思う市民の割合（市民アンケート）

七尾らしい魅力ある景観が形成されていると
思う市民の割合（市民アンケート）

七尾美術館観覧者数

能登島ガラス美術館観覧者数

能登演劇堂鑑賞者数

指標名 当初

家庭において温暖化防止対策の取り組みに
より削減したＣＯ２の量

姉妹・友好都市との交流人口

人権が尊重されているまちづくりが進んでい
ると思う市民の割合（市民アンケート）

市民一人当たり年間利用冊数

成人の週１回以上のスポーツ実施率（市民
アンケート）

指標名 当初

男女共同参画が進んでいると思う市民の割
合（市民アンケート）

学校の決まりを守っていないという小学生の
割合

将来の夢や目標がないという中学生の割合

指標名

授業に対する児童生徒の理解度

市民一人当たり年間公民館利用回数

中学校における不登校生徒の割合

学力調査で市平均が県平均を上回る教科
数

当初
平成27年度平成26年度

平成27年度平成26年度

平成27年度平成26年度
担当課

担当課

担当課
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分野別目標達成状況一覧
第６節　健康・福祉・医療

目標値

実績値 評価 実績値 評価 平成30年度

30.6% 26.8% C 27.3% C 50.0% 子育て支援課

（平成20年度） （平成26年度） （平成27年度）

16,754人 27,692人 S 25,816人 S 24,500人 子育て支援課

（平成19年度） （平成26年度） （平成27年度）

12.1% 9.4% A 12.4% C 8.0% 健康推進課

（平成19年度） （平成26年度） （平成27年度）

92.9% 100.0% S 100.0% S 100.0% 健康推進課

（平成22年度） （平成26年度） （平成27年度）

32.0% 29.0% C 28.6% C 27.0% 健康推進課

（平成19年度） （平成26年度） （平成27年度）

76.2% 67.3% B 69.4% C 50.0% 健康推進課

（平成20年度） （平成26年度） （平成27年度）

49.8% 58.9% B 59.0% B 62.0% 保険課

（平成20年度） （平成26年度） （平成27年度）

63.4% 59.2% C 58.0% C 70.0% 福祉課

（平成20年度） （平成26年度） （平成27年度）

17.4% 18.2% 特A 18.0% S 22.0% 保険課

（平成20年） （平成26年） （平成27年）

1.89% 1.92% B 1.99% B 2.20% 福祉課

（平成19年） （平成26年） （平成27年）

23.6% 24.8% C 23.6% C 51.0% 福祉課

（平成20年度） （平成26年度） （平成27年度）

44.0% 47.5% B 48.0% B 58.0% 福祉課

（平成20年度） （平成26年度） （平成27年度）

第７節　生活環境・都市基盤
目標値

実績値 評価 実績値 評価 平成30年度

12団体 225町会 特A 229町会 特A 251町会 防災交通課

（平成19年度） （平成26年度） （平成27年度）

38.6% 35.4% C 34.8% C 50.0% 都市建築課

（平成20年度） （平成26年度） （平成27年度）

20団体 14団体 C 14団体 C 24団体 防災交通課

（平成19年度） （平成26年度） （平成27年度）

229件 121件 特A 113件 特A 100件 防災交通課

（平成20年） （平成26年） （平成27年）

1,171ｇ/人・日 1,063g/人・日 B 1,120g/人・日 B 995ｇ/人･日 環境課

（平成18年度） （平成26年度） （平成27年度）

88.5% 84.5% B 84.6% B 93.5% 上下水道課

（平成19年度） （平成26年度） （平成27年度）

7.2mg/L 2.7mg/L S 3.4mg/L 特A 3.0mg/L以下 上下水道課

（平成19年度） （平成26年度） （平成27年度）

4時間10分 3時間20分 S 3時間20分 S 3時間20分 土木課

（平成20年度） （平成26年度） （平成27年度）

36.8% 42.1% A 40.9% B 45.0% 土木課

（平成20年度） （平成26年度） （平成27年度）

35.9% 34.8% C 36.3% C 50.0% 企画財政課

（平成20年度） （平成26年度） （平成27年度）
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47

48

43

44

45

54

№

55

56

57

№

64

61

62

63

59

60

49

50

52

53

51

46

安全・快適な道路整備が行われていると思
う市民の割合（市民アンケート）

公共交通機関（鉄道・バス）が充実している
と思う市民の割合（市民アンケート）

御祓川の水質（ＢＯＤ）

七尾市中心市街地～名古屋間の所要時間
（道路）

自主防災組織数（累計）

良好な住環境が形成されていると思う市民
の割合（市民アンケート）

指標名 当初

１人１日当たりのごみ排出量

有収率

自主防犯組織数

交通事故発生件数

要介護・要支援認定率

障害者雇用率

医療体制が充実していると思う市民の割合
（市民アンケート）

「いきがい」を感じて日常生活を送っている
高齢者の割合（市民アンケート）

平成27年度平成26年度

障害者が暮らしやすい環境が整っていると
思う市民の割合（市民アンケート）

支え合い、助け合うという意識が地域にある
と思う市民の割合（市民アンケート）

子育て支援拠点施設利用人数

指標名 当初

肥満の割合（ＢＭＩ ２５以上）

ストレスを感じている人の割合（市民アンケー
ト）

育児に不安を持っている親の割合

【修正】毎日朝食を食べる習慣のある子ども
の割合

平成26年度 平成27年度

子どもを生み育てやすい環境が整っていると
思う市民の割合（市民アンケート）

担当課

担当課

55


